
  
1

安
城
市
、
岡
崎
市
、
豊
田
市
に
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
、
愛
知
学
泉
大
学
を
は
じ
め
愛
知
学
泉
短
期
大

学
、
安
城
学
園
高
等
学
校
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
、
愛
知
学
泉
大
学
附
属
幼
稚
園
、
愛
知
学
泉
大
学
附
属
桜
井
幼
稚

園
、
愛
知
学
泉
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
と
、
一
大
学
・
一
短
期
大
学
・
二
高
校
・
三
幼
稚
園
を
設
置
す
る
一
大
総
合

学
園
︱
。
そ
れ
が
安
城
学
園
で
あ
る
。

学
園
は
「
地
域
と
と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
学
園
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
実
学
を
学
び
の
中
心
に
据
え
、

地
域
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
送
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
存
在
は
西
三
河
地
域
に
お
け
る
重
要
な
教
育
機
関
と
し
て

大
き
く
認
知
さ
れ
、
地
域
社
会
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
映
し
て
、
多
く
の
企
業
・
団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
連
携
・

官
学
連
携
を
行
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
学
生
・
生
徒
・
園
児
た
ち
は
教
室
の
中
だ
け
で
は
経
験
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
体
験
し
て
い
る
。

そ
し
て
特
に
愛
知
学
泉
大
学
で
い
ま
推
進
・
展
開
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
名
づ
け
て
社
会
人
基

礎
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
無
限
の
可
能
性
」
―
。
家
政
学
部
の
弁
当
・
い
ち
じ
く
加
工
食
品
の
開
発
な
ど
産
学
連
携
・

官
学
連
携
事
業
は
そ
の
一
環
の
活
動
な
の
だ
。

社
会
人
基
礎
力
を
学
生
に
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「
社
会
人
基
礎
力
」
と
は
や
や
聞
き
な
れ
な
い
こ
と
ば
だ
が
、
そ
れ
は
、
経

済
産
業
省
が
提
唱
・
推
進
し
て
い
る
行
動
特
性
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
二
月
か
ら
そ
の
育
成
、
活

用
に
む
け
て
動
き
出
し
、
大
学
に
対
し
て
、
四
年
間
の
大
学
教
育
の
さ
ま
ざ
ま

な
授
業
等
に
お
い
て
、
体
系
的
に
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
に
取
り
組
む
教
育
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
に
全
国
か

ら
多
く
の
大
学
が
応
募
し
た
が
、
愛
知
学
泉
大
学
は
数
あ
る
応
募
の
中
か
ら
実

践
校
と
し
て
選
ば
れ
、
こ
の
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
」
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
、そ
れ
ら
の
実
践
を
通
し
て
参
加
し
た
学
生
た
ち
の「
社

会
人
基
礎
力
」
を
著
し
く
向
上
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
産
業
省
は
「
社
会
人
基
礎
力
」
な
る
も
の
を
な
ぜ
提
唱
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
は
、
大
学
生
の
学
力
低
下
や
、
基
礎
学
力
や
専
門
知
識
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
実
行
力

な
ど
が
低
下
し
て
社
会
へ
の
適
応
性
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
の
だ
。

  

2

「
大
学
生
の
学
力
低
下
」
の
議
論
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
近
年
特
に
、「
大
学
生
の
学
習
意
欲
と
学
力
低
下
」
が
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問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

小
中
学
校
レ
ベ
ル
の
数
学
（
算
数
）
の
テ
ス
ト
を
大
学
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、

分
数
の
で
き
な
い
大
学
生
の
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
大
学
生
の
学
力
低

下
問
題
の
議
論
が
沸
騰
し
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
と
、
大
学
教
員
の
十
人
に
六
人
が
大
学
生
の
「
学
力
低
下
」
を
問
題
視

し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

「
受
験
生
が
大
学
・
短
期
大
学
の
選
り
好
み
を
せ
ず
、
合
格
で
き
る
大
学
に
入

学
し
た
場
合
の
理
論
上
の
入
学
率
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
の
入
試

で
一
〇
〇
％
に
な
る
」

中
央
教
育
審
議
会
の
大
学
分
科
会
で
は
こ
ん
な
試
算
を
示
し
た
が
、
と
き
は

す
で
に
「
大
学
全
入
時
代
」
に
…
。

倍
率
が
一
・
〇
倍
で
、
入
学
願
書
を
提
出
す
れ
ば
ほ
ぼ
全
員
合
格
す
る
大
学
・
学
部
が
す
で
に
存
在
し
、
全
大
学

の
三
〇
％
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
大
学
全
入
を
迎
え
た
時
代
に
は
、
大
学
生
の
基
礎
学
力
不
足
は
一
層
深
刻
化
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予

測
さ
れ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
学
生
の
「
学
ぶ
意
欲
」
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
多
く
の
大
学
関
係
者
は
危
機
感
を
持
っ
た
。

「
何
の
た
め
に
大
学
に
進
学
す
る
の
か
」
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「
何
を
学
び
に
い
く
の
か
」

自
ら
の
進
学
目
的
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、「
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
人
は
学
び
続
け
る
」
と
い
う

こ
と
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
が
大
学
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
大
学
の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た
。

学
力
低
下
を
受
け
て
、
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
学
部
教
育
を
す
べ
き
な
の
か
、
入
学
直
後
の
初
年
次
の
教
育
設
計

か
ら
、
授
業
内
容
や
教
育
方
法
の
改
善
向
上
を
ど
の
よ
う
に
図
る
べ
き
か
、
議
論
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
安
城
学
園
で
は
、
大
学
教
育
の
改
善
は
大
学
の
責
務
で
あ
り
、
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

大
学
教
育
の
改
善
・
活
性
化
策
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
進
め
て
い
く
か
…
。

  

3

大
学
生
に
は
、「
意
欲
」「
表
現
力
」「
語
学
・
語ご

彙い

力
」
な
ど
の
不
足
感
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
大
学
生
の
学
力

低
下
の
背
景
に
は
、
基
礎
学
力
の
習
得
が
不
十
分
な
ほ
か
、
自
主
的
に
課
題
に
取
り
組
む
意
欲
が
低
い
、
論
理
的
に

考
え
表
現
す
る
力
が
弱
い
、
日
本
語
力
が
弱
い
と
い
っ
た
背
景
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。

学
園
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
着
目
し
た
。

学
生
た
ち
に
は
、
基
礎
学
力
や
専
門
知
識
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
実
行
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
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や
り
た
い
。
そ
う
し
た
教
育
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
大
い
に

活
躍
し
う
る
人
材
の
育
成
に
結
び
つ
く
…
。

そ
の
思
い
を
、
経
済
産
業
省
が
後
押
し
し
た
。

大
学
生
の
学
力
低
下
・
就
職
難
な
ど
教
育
あ
る
い
は
雇
用
に
関
す
る
構

造
問
題
が
急
速
に
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
中
、
近
年
、
各
省
庁
で
は
相
次

い
で
さ
ま
ざ
ま
な
「
○
○
力
」
を
提
言
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
を
進
め
て

い
る
。

曰
く
。
人
間
力
（
内
閣
府
）、
学
士
力
（
文
部
科
学
省
）、
就
職
基
礎
能
力
（
厚
生
労
働
省
）、
社
会
人
基
礎
力
（
経

済
産
業
省
）
等
々
。

そ
の
う
ち
、
経
済
産
業
省
が
打
ち
出
し
た
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、「
職
場
や
地
域
社
会
の
中
で
多
様
な
人
々
と

と
も
に
仕
事
を
行
っ
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、「
学
歴
や
知
識
だ
け
で
な
く
、

社
会
人
基
礎
力
を
見
極
め
、
そ
れ
を
発
揮
し
た
行
動
事
実
や
、
行
動
事
実
に
基
づ
く
強
み
・
弱
み
の
自
己
評
価
、
他

者
評
価
の
結
果
は
、
学
生
が
自
分
自
身
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
」
と
意
義
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
行
動
特
性
を
提
唱
し
た
経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
か
ら
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
」

事
業
を
推
進
し
、
毎
年
度
数
多
い
応
募
の
中
か
ら
九
～
十
二
校
を
モ
デ
ル
事
業
委
託
校
と
し
て
採
択
し
、「
社
会
人

基
礎
力
」
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

愛
知
学
泉
大
学
は
毎
年
度
採
択
さ
れ
、
こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
醸
成
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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＊

「
社
会
人
基
礎
力
」
と
は
、
簡
潔
に
く
だ
い
て
い
え
ば
、「
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
力
」、
目
的
観
を

加
え
て
い
え
ば
「
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
力
」
で
あ
る
。

  
4

「
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
力
」
―
そ
れ
は
、
具
体
的
に
い

え
ば
何
か
？
と
い
う
設
問
が
起
こ
る
。

そ
れ
は
三
つ
の
能
力
と
十
二
の
能
力
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

三
つ
の
能
力
と
は
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
～
前
に
踏
み
出
す
力
、「
シ
ン
キ
ン
グ
」
～
考
え
抜
く
力
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

～
チ
ー
ム
で
働
く
力
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
下
位
の
能
力
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
三
つ
の

各
能
力
は
、
こ
れ
ら
の
能
力
要
素
を
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
付
け
る

こ
と
の
で
き
る
力
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」
は
主
体
性
・
働
き
か
け
力
・
実
行
力
、

「
考
え
抜
く
」
は
課
題
発
見
力
・
計
画
力
・
創
造
力
、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」

は
発
信
力
・
傾
聴
力
・
柔
軟
性
・
情
況
把
握
力
・
規
律
性
・
ス
ト
レ
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
力
―
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
能
力
要
素
か
ら
な
る
三
つ
の
能
力
が
身
に
付
い
た
と
き
、
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
失
敗
し
て
も
粘
り
強

く
取
り
組
み
、
疑
問
を
持
っ
て
考
え
抜
き
、
多
様
な
人
々
と
と
も
に
目
標
に
向
け
て
協
力
す
る
力
量
が
備
わ
る
の
だ
。

＊

安
城
学
園
が
こ
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
に
着
目
し
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

寺
部
曉あ

き
ら

理
事
長
は
言
う
。

「
社
会
性
だ
け
で
な
く
社
会
力
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
の
中
で
従
来
力
を
入
れ
て

き
た
教
科
型
学
力
の
教
育
だ
け
で
は
不
十
分
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
科
型
学
力
を
活
用
し
て
直
面
し
て
い
る
現
実

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
教
科
横
断
型
学
力
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
教
科
横
断
型
学
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
社
会
人
基
礎
力
に
注
目
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
新
し

い
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
を
め
ざ
し
て
い
る
」

寺
部
理
事
長
は
、
教
科
型
学
力
と
い
う
表
現
で
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
不
完
全
さ
を
指
摘
す
る
。
従
来
教
室
で
学
ん

で
い
た
「
基
礎
学
力
」「
専
門
知
識
」
に
加
え
、
こ
れ
ら
教
科
型
学
力
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
た
め
に
「
社
会
人

基
礎
力
」
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
科
横
断
型
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
、
い
ま
最
も
求
め
ら
れ
る
人
材
の
育

成
に
つ
な
げ
た
い
と
望
む
の
で
あ
る
。
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5

今
は
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
人
間
関
係
も
冷
徹
さ
や
と
げ
と
げ
し
さ
を
増
す
時
代
―
。
そ
こ
に
生
き
抜
き
、
自

ら
の
存
在
に
新
た
な
価
値
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、「
自
ら
問
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
頼
る
生
き
方
で
は
な
く
、
自
ら
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
協
働
し
、
新
た
な
付

加
価
値
を
創
出
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
生
き
る
た
め
の
「
ス
キ
ル
」
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
生
き
る
た
め
の
「
ス
キ
ル
」
を
充
分
に
培
う
機
会
も
時
間
も
な
い
ま
ま
に
、
社
会
に
出
て
行

く
大
卒
生
が
多
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
寺
部
理
事
長
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
の
問
題
解
決
に

向
け
た
ス
キ
ル
・
能
力
を
育
成
す
る
教
育
の
必
要
性
を
考
え
た
。
そ
の

結
果
、
具
体
的
な
仕
組
み
と
し
て
、「
社
会
で
生
き
生
き
と
活
躍
す
る

若
者
の
育
成
を
目
指
し
て
～
」
と
経
済
産
業
省
が
謳う

た

う
「
社
会
人
基
礎

力
」
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

学
園
で
は
、
学
生
の
基
礎
学
力
と
専
門
知
識
・
技
術
を
高
め
る
と
と

も
に
、
こ
の
社
会
人
基
礎
力
を
、
い
わ
ば
「
三
位
一
体
」
に
し
た
教
育

に
よ
っ
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

す
る

Ⅰ　社会適応の人材育成
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こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
に
は
、
企
業
、
自
治
体
、
各
種
団
体
等
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
愛
知
学
泉
大
学
で
は
多
く
の
企
業
・
自
治
体
・
団
体
と
産

学
・
官
学
連
携
を
結
ん
で
い
る
。
家
政
学
部
の
一
連
の
活
動
は
、
そ
う
し
た
流
れ
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た
「
社
会

人
基
礎
力
」
育
成
の
教
育
だ
っ
た
。

＊

愛
知
学
泉
大
学
の
こ
の
新
し
い
社
会
人
基
礎
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
無
限
の
可
能
性
」
は
、
今
大
き
く
広
が
っ
て

い
る
。

愛
知
学
泉
大
学
は
当
時
、
家
政
学
部
の
ほ
か
経
営
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
と
三
学
部
を
擁
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
当
然
家
政
学
部
の
独
り
舞
台
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
経
営
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の
各

学
部
で
も
社
会
人
基
礎
力
育
成
は
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。

  

6

経
営
学
部
で
は
ス
ー
パ
ー
店
舗
の
売
り
上
げ
増
進
策
の
提
案
、
そ
し
て
安
城
市
商
店
街
に
お
け
る
小
売
店
の
繁
盛

店
づ
く
り
を
手
が
け
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
も
ま
た
、
安
城
七
夕
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
や
豊

田
市
逢
妻
地
域
に
お
け
る
通
学
路
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
、
西
春
日
井
郡
豊
山
町
に
お
け
る
市
民
協
働
「
都
市
計
画
マ
ス
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タ
ー
プ
ラ
ン
」
策
定
の
協
力
な
ど
、
数
々
の
「
実
践
型
学
習
」
を
推
進
し
た
。

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
十
一
月
、
食
肉
販
売
や
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ヤ

マ
ト
（
愛
知
県
豊
山
町
）
と
産
学
連
携
協
定
を
結
び
、
経
営
学
部
の
城
田
吉
孝
教
授
の
ゼ
ミ
生
が
ヤ
マ
ト
と
共
同
研

究
活
動
を
行
っ
た
。「
ス
ー
パ
ー
ヤ
マ
ト
大
幸
店
」（
名
古
屋
市
東
区
）
の
売
り
上
げ
増
進
策
を
テ
ー
マ
に
、
商
圏
調

査
や
店
頭
で
学
生
に
よ
る
顧
客
の
購
買
調
査
を
行
い
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、〝
売
れ
る
店
舗
づ
く
り
〟

に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言
し
た
。

ま
た
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
攻
す
る
経
営
学
部
の
学
生
た
ち
は
、安
城
商
工
会
議
所
と
の
産
学
連
携
に
よ
り
「
安

城
市
商
店
街
に
お
け
る
小
売
店
の
繁
盛
店
づ
く
り
」
に
当
た
っ
た
。
安
城
中
央

商
店
街
が
活
性
化
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
行
う
「
ま
ち
の
教

室
」
事
業
で
、
店
の
行
う
集
客
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
と
い
う
も
の
。

学
生
た
ち
は
経
営
者
の
悩
み
や
要
望
を
聞
い
て
現
状
分
析
を
行
い
、
お
店
の

強
み
を
活
か
し
た
企
画
を
提
案
し
た
。

「
現
在
顧
客
と
し
て
取
り
込
め
て
い
な
い
二
十
～
三
十
代
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

販
促
企
画
を
…
」
と
い
う
米
穀
店
の
要
請
に
、
学
生
た
ち
が
練
り
上
げ
た
プ
ラ

ン
は
〝
我
が
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
づ
く
り
〟。
店
が
優
れ
た
ブ
レ
ン
ド
技
術
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
店
の
強
み
で
あ
る
ブ
レ
ン
ド
技
術
を
活
か
し
て

各
家
庭
の
味
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
だ
っ
た
。
美お

味い

し
い
ブ
レ
ン
ド
米
を

Ⅰ　社会適応の人材育成
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消
費
者
自
身
の
好
み
と
店
側
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
生
み
出
す
と
い
う
学
生
の
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
は
、
消
費
者
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
店
側
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
経
営
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
で
は
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
、
び
っ
く
り
ド
ン
キ
ー
や
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、
吉
野
屋
な
ど
複
数
の
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る
地
元
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
企
業
・
タ
ニ
ザ
ワ
フ
ー
ズ
と
産
学
連
携
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
び
っ
く
り
ド
ン
キ
ー
岡
崎
店
に
お
け
る
顧

客
満
足
度
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
さ
せ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
「
愛
知
学
泉
大
学
学
生
発
顧
客
満
足
度
の
高
い
お
店
マ
ッ
プ
」

の
作
成
も
目
論
ん
だ
が
、
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
学
生
の
中
に
は
、
将
来
店
を
経
営
す
る
の
が
夢
で
、
市
場
調
査
の

方
法
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
た
と
か
。
ま
た
、
実
家
が
日
用
雑
貨
品
を
営
ん
で
お
り
将
来
は
家
業
を
継
ぐ

意
思
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
、
そ
の
た
め
顧
客
満
足
度
調
査
に
は
興
味
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
何
を
求
め
て
い
る
の

か
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
調
査
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
目
指
し
た
。

  

7

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の
社
会
人
基
礎
力
育
成
も
意
欲
的
だ
っ
た
。

安
城
の
夏
は
七
夕
で
燃
え
る
。「
安
城
七
夕
ま
つ
り
」
は
、
地
元
で
は
仙
台
七
夕
・
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り

に
並
び
日
本
三
大
七
夕
祭
り
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
安
城
駅
周
辺
の
商
店
街
を
中
心
に
、
毎
年
八
月
の
第
一
週
の
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週
末
に
三
日
間
行
わ
れ
、
今
年
も
六
、
七
、
八
日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
期
間
中
は
百
万
人
を
超
す
人
が
訪

れ
る
と
か
。

七
夕
の
竹
飾
り
は
千
本
に
及
び
、
竹
飾
り
の
ス
ト
リ
ー
ト
は
日
本
一
長
い
と
い
う
。
短
冊
の
数
、
願
い
ご
と
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
数
も
日
本
一
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
の
第
五
十
六
回
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
節
目
と
な
る
市
制
六
十
周
年
に
向
け
て

新
企
画
を
加
え
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、
願
い
ご
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

中
心
市
街
地
、
安
城
更
生
病
院
が
郊
外
に
移
転
し
た
跡
地
で
前
年
ま
で
は
「
お
祭
り
広
場
」
と
い
う
名
称
で
使
っ

て
い
た
メ
イ
ン
会
場
を
、
こ
の
年
か
ら
は
「
願
い
ご
と
広
場
」
に
改
称
。
そ
こ

で
は
、
す
っ
か
り
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
願
い
ご
と
短
冊
」「
願
い
ご
と

ふ
う
せ
ん
」
の
行
事
が
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
安
城
七
夕
ま
つ
り
を「
日
本
三
大
七
夕
ま
つ
り
」か
ら「
日

本
一
の
七
夕
ま
つ
り
」
に
進
化
さ
せ
る
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ

た
。

「
安
城
七
夕
と
い
え
ば
願
い
ご
と
。
願
い
ご
と
に
関
す
る
こ
と
で
は
ど
ん
な
こ

と
で
も
日
本
一
を
目
指
す
」
と
い
う
、
祭
り
を
運
営
す
る
安
城
七
夕
ま
つ
り
協

賛
会
関
係
者
自
身
の
願
い
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、こ
の
第
五
十
六
回
安
城
七
夕
ま
つ
り
の
運
営
等
に
、コ
ミ
ュ
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ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の
学
生
を
中
心
に
延
べ
三
十
人
を
超
え
る
学
生
が
参
加
し
た
。
経
済
産
業
省
の
「
社
会
人
基
礎
力

育
成
モ
デ
ル
事
業
」に
採
択
さ
れ
た「
日
本
三
大
七
夕
・
安
城
七
夕
ま
つ
り
の
新
し
い
発
見
」に
取
り
組
ん
だ
の
だ
っ
た
。

安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
・
安
城
青
年
会
議
所
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
ま
つ
り
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
願
い
ご
と
ふ
う
せ
ん
」
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
参
加
。
ま
た
、

安
城
青
年
会
議
所
の
協
力
も
得
な
が
ら
、「
ワ
ク
ワ
ク
ふ
う
せ
ん
ラ
ン
ド
」
と
題
し
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
も
挑
戦
し
た
。

  

8

「
願
い
ご
と
ふ
う
せ
ん
」は
、
来
場
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
ご
と
を
書
い
た
風
船
を
一
斉
に
飛
ば
す
。
そ
の
数
は
約

五
千
個
に
も
及
ぶ
。
学
生
た
ち
は
、
裏
方
と
し
て
そ
の
風
船
準
備
に
懸
命
に
取
り
組
み
、「
ワ
ク
ワ
ク
ふ
う
せ
ん
ラ

ン
ド
」
で
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
動
物
や
花
、
リ
ボ
ン
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
も
の
を
作
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
で
、
来
場
し
た
市
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。

照
り
つ
け
る
暑
さ
の
中
で
の
汗
ば
む
活
動
で
は
あ
っ
た
が
、「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成
と
い
っ
た
観
点
で
は
、

得
る
も
の
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
に
は
、「
地
域
住
民
と
各
企
業
が
協
力
し
、
来
場
者
と
共
に

作
り
あ
げ
る
」
と
い
っ
た
意
識
が
芽
生
え
、
主
体
性
・
働
き
か
け
力
・
状
況
把
握
力
・
発
信
力
な
ど
が
身
に
つ
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。
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裏
方
と
し
て
企
画
か
ら
関
わ
っ
た
経
験
は
、
単
な
る
観
衆
と
し
て
見
る
感
慨
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
と
な
る
。

「
ま
つ
り
に
対
す
る
ま
ち
の
人
の
情
熱
は
す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
情
熱
を
ま
つ
り
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
何

か
違
う
形
で
展
開
し
て
い
け
た
ら
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
」

「
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
活
気
溢
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、
僕
自
身
も
っ
と
主
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
」

参
加
し
た
学
生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
に
学
ぶ
者
ら
し
い
感
想
を
洩
ら
し
た
。

ま
ち
の
人
の
ま
つ
り
に
か
け
る
思
い
を
身
を
持
っ
て
体
験
す
る
と
い
う
〝
生
き
た
学
び
〟
は
、
明
日
の
地
域
の
活

性
化
、
新
た
な
創
造
へ
の
架
け
橋
に
も
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

折
か
ら
安
城
市
の
「
中
心
市
街
地
拠
点
整
備
基
本
構
想
」
に
は
冒
頭
こ
う
触

れ
ら
れ
て
い
た
。

「
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
は
、
大
規
模
商
業
施
設
の
郊
外
立

地
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
、
商
店
街
の
衰
退
、
更
生
病
院
の
郊
外
移

転
等
に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
、
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」

そ
の
指
摘
は
、
い
ま
地
方
都
市
が
等
し
く
抱
え
る
深
刻
な
閉
塞
状
況
の
訴
え

で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、「
社
会
人
基
礎
力
」
を
身
に
付
け
て
巣
立
っ
た
〝
社

会
に
役
立
つ
人
材
〟
が
、こ
う
し
た
閉
塞
感
を
打
ち
破
っ
て
い
く
〝
希
望
の
星
〟

と
な
る
と
想
像
す
る
こ
と
は
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
過
ぎ
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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9

社
会
人
基
礎
力
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
は
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
直
結
す
る
活
動
を
展
開
し
、
地
域
貢
献
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
で
は
、
豊
田
市
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
「
地
域
予
算
提

案
制
度
」
の
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
大
学
の
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
膝
元
で
あ
る
逢あ

い

妻づ
ま

地
域

で
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
か
ら
「
安
全
・
安
心
・
ゆ
と
り
の
通
学
路

事
業
」
を
展
開
し
た
。

交
通
事
故
が
多
発
す
る
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
住
民
と
協
働
し
、
子

ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
で
、
学
生
た
ち

は
調
査
、
啓
蒙
イ
ベ
ン
ト
、
交
通
安
全
教
材
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
交
通
実
態
調
査
。
そ
の
調
査
・
分
析
結
果
に

も
と
づ
い
て
、
危
険
個
所
を
記
し
た
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
マ
ッ
プ
」
と
、
映
像

を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
交
通

安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
の
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
学
生
た
ち
は
交

通
安
全
教
室
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
間
の
活
動
結
果
を
提
言
書
に
ま
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と
め
て
、
行
政
や
関
係
機
関
に
提
出
し
、
豊
田
市
の
他
地
域
の
活
動
に
も
役
立
て
て
も
ら
う
よ
う
に
図
っ
た
。

な
か
で
も
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
一
月
八
日
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
鈴
木
公
平
豊
田
市
長
も
感

心
す
る
ほ
ど
の
盛
大
な
催
し
だ
っ
た
。

鈴
木
市
長
は
、「
市
長
が
つ
づ
る
ひ
ま
わ
り
歳
時
記
」（
十
二
月
一
日
号
）
に
「
逢
妻
の
暑
い
日
」
と
題
し
て
、
こ

う
綴つ

づ

っ
た
。

「
十
一
月
に
し
て
は
汗
ば
む
よ
う
な
天
候
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
と
な
っ
た
逢
妻
中
学
校
運
動
場
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
正
面
か
ら
照
り
つ
け
る
日
差
し
を
全
身
に
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
一
月
八
日
、

日
曜
日
の
逢
妻
地
区
は
、
逢
妻
地
域
会
議
が
主
催
す
る
市
の
地
域
予
算
提
案
事
業
で
実
施
し
た
『
安
全
・
安
心
・
ゆ

と
り
の
通
学
路
事
業
イ
ベ
ン
ト
、
ス
マ
イ
ル
ア
ン
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
』
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
く

も
ま
あ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
広
範
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
ほ
ど
、
地
域
内
の
お
よ
そ
市
民
で
組
織

さ
れ
る
す
べ
て
の
団
体
（
十
団
体
以
上
）
と
、
こ
ど
も
園
か
ら
大
学
ま
で
の
全
教
育
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
の
企
業
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。」

市
長
の
筆
は
さ
ら
に
進
む
。

  

10

「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
逢
妻
地
区
と
す
る
た
め
、
地
域
会
議
を
中
心
に
地
域
全
員
で
時
間
を
か
け
て
調
べ
た
ヒ
ヤ
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リ
ハ
ッ
ト
マ
ッ
プ
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
こ
れ

か
ら
地
域
全
体
で
安
全
へ
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
会
場

内
で
は
、
様
々
な
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
愛
知
学
泉
大
学
の

教
授
の
方
々
や
大
学
生
の
指
導
の
下
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち

も
多
く
、
逢
妻
地
域
の
人
た
ち
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

に
し
て
、
市
内
一
番
の
安
全
な
地
域
、
人
と
人
の
絆き

ず
な

が
深
ま
り
文
字
通
り
ス
マ

イ
ル
ア
ン
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
な
地
域
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
に
違
い
な
い
と
思

い
ま
し
た
。（
後
略
）」

市
長
の
視
野
に
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成
に
取
り
組
む
学
生
た
ち
の

姿
が
確
か
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

大
学
で
は
、
こ
の
事
業
で
逢
妻
地
域
会
議
の
ほ
か
豊
田
市
自
治
振
興
課
・
東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
日
本
自
動
車
工
業
会
の
協
力
も
得
た
が
、
こ
う
し
て
地
域
や
行
政
・

事
業
の
人
々
と
共
に
調
査
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
等
に
携
わ
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
地
域
の
人
々
の
ま
ち
づ
く

り
に
か
け
る
思
い
、
企
業
の
社
会
貢
献
事
業
な
ど
を
知
り
、
地
域
の
問
題
に
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
が
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
は
、「
地
域
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
学
習
に
も
挑
戦
し
た
。
平
成

二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
か
ら
市
民
と
共
同
し
て
実
現
す
る
西
春
日
井
郡
豊
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
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支
援
。
豊
山
町
の
行
政
職
員
（
経
済
建
設
都
市
計
画
課
）、
町
民
と
共
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
調
査
・
研
究
し
た
。

住
民
が
自
分
の
ま
ち
を
実
際
に
歩
き
、
地
域
の
魅
力
や
問
題
点
を
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
る
作
業
に
学
生
も
参
加
す
る

と
と
も
に
、
数
回
に
わ
た
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
町
民
の
意
見
や
意
向
を
聞
く
場
で
あ
る
〝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
〟
を
企
画
・
運
営
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
図
っ
た
。
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
経
験
を
通
じ
て
、「
行

政
任
せ
で
な
く
、〝
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
く
〟
と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
こ
そ
、
い
い
ま
ち

が
で
き
る
の
だ
」
と
気
づ
い
た
学
生
、
彼
は
着
実
に
傾
聴
力
・
状
況
把
握
力
、
そ
し
て
主
体
性
や
柔
軟
性
も
培
っ
て

い
っ
た
の
だ
っ
た
。
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